
　(財)自治総合センターコミュニティ助成事業の宝くじの普及広報事
業として、次世代育成支援スポーツ事業「窪田夕子バスケットボール
教室」が、東予体育館で実施されました。
　参加した市内の小学生約100人は、午前中はパス、ドリブルなどの
基礎練習、午後には新居浜商業高等学校女子バスケットボール部員と
のミニゲームを行いました。生徒は、窪田先生の指導や部員の模範演
技を見たり聞いたりしながら、熱心に取り組んでいました。

　石鎚山系での山岳事故を想定し、西条市東消防署山岳救助隊
および西条市消防団山岳遭難救助隊が愛媛県消防防災航空隊と
連携を図り、救助を行う訓練がありました。
　当日は、消防団山岳遭難救助隊員21人を含む42人が、本番さ
ながらの緊張感の中、急傾斜地での救出や負傷者の搬送、防災
ヘリコプターでの吊り上げ収容などの訓練を行い、山岳救助の
技術を磨きました。

　差別をなくする市民の集い西条会場では、ＮＰＯ法人プロジェ
クト２００８の皆さんによるハンセン病問題をテーマとした人権
啓発劇「ふるさと」が総合文化会館で上演されました。上演後に
は劇のモデルとなった本市出身のハンセン病元患者の方も登壇さ
れ、差別や偏見をなくすことの大切さを強く訴えられました。ま
た、丹原会場でもハンセン病問題をテーマとして、丹原西中学校
人権委員会の皆さんによる人権集会の報告と、シンガーソングラ
イター沢知恵さんの人権コンサートが行われました。

　郷土の発展のため、多大な貢献をされてきた高齢者の皆さん
の長寿をお祝いする敬老会が市内各地（丹原地区を除く）で開
催されました。どの会場でも、お世話をいただいた婦人会や社
会福祉協議会、自治会の皆さんの温かい細やかな心遣いが伝わ
る素晴らしい敬老会でした。出席した高齢者の皆さんも笑顔い
っぱいでアトラクションなどを楽しみ「元気をいただきました
ありがとうございました」とお礼を述べていました。

　市内在住の最高齢者
である佐々木アイヱさ
ん（満107歳）のもと
を伊藤市長が訪れ「市
民を代表してお慶びを
申し上げます。これか
らも益々お元気でお過
ごしください」と記念
品をお渡しし、病院の
関係者と一緒にご長寿
をお祝いしました。

　今年で13回目となる
「かかしコンテスト」
がＪＡ周桑直販所「周
ちゃん広場」において
開催されました。
　このコンテストは西
条市青年農業者協議会
の主催で、農業をより
身近に感じてもらうこ
とを目的に開催されて
おり、当日は、市内の
小学生の皆さんが作成
した17体の「かかし」
が来店した方々の目を
和ませていました。
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